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フランスで見た力トリシズムの今

第
世
田
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
デ
イ
(
力
ト
リ
ッ

有
リ

ク
世
界
青
年
大
会
)
は
、
一
九
九
七
年
八
月
十
九
日
か
ら
A

二
十
四
日
ま
で
フ
ラ
ン
ス
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

わ
た
し
は
と
の
国
際
的
な
集
会
に
東
京
管
区
グ
ル
ー
プ
の
コ

-
デ
イ
ネ
|
タ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。
と
こ
で
は
そ
の
報
告
を

兼
ね
て
、
百
万
人
の
人
間
を
動
員
し
た
、
こ
の
「
出
凍
窃
」
の
意

義
を
宗
教
的
、
政
治
的
、
社
会
的
側
面
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。

ド

西
山
教
行

，、

令
取
引
市川
ユU1
お

J
日

i

h
の
経
緯
e

国
連
は
一
九
八
五
年
に
「
世
界
青
年
の
年

L

を
宣
言
し
た
。

こ
れ
に
呼
応
し
て
、
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

二
世
が
、
そ
の
年

の
枝
の
主
日
に
あ
た
り
、
世
界
中
の
若
者
に
向
け
て
ロ

l

マ
に

集
ま
る
よ
う
呼
び
か
け
た
こ
と
か
ら
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
デ

イ
は
始
ま
る

。

a

J
F

そ
の
後
、
世
界
各
地
で
二
年
ご
と
に
催
さ
れ
、
一
九
八
七
年

:
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
(
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
九
十
万
人
参
加
)
、

一
九
八
九
年
:
・
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
(
ス
ペ

イ
ン
、
五
十
万
人
参
加
)
、
一
九
九
一
年
・
:
チ
ェ
ス
ト
コl
ヴ
ア

(
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
百
万
人
参
加
)
、
一
九
九
三
年
・
:
デ
ン
バ
ー
(
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
、
三
十
万
人
参
加
)
、
一
九
九
五
年
:
・
マ
ニ
ラ
(
フ
ィ

リ
ピ
ン
、

三
百
万
人
参

加
)
と
世
界
各
地
を

経
て
、
今
回
の
パ

リ
へ
至
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
は
聖
書
の

一
旬
を
テ
l

マ
と
し
、
今
回
は

「
『
ラ
ビ
|
先
生
と
い
う

意
昧
ー
ど
こ
に
泊
ま
っ
て
お
ら
れ
る

の
で
す
か
』
と
言
う
と
、
イ
エ
ス
は
『
来
な
さ
い
。

そ
う
す
れ

ば
分
か
る
』
と

言
わ
れ
た
」
(
ヨ
ハ
ネ
l

・
お
|
却
)
の
聖
句
が

選
ば
れ
、
こ
の
御
言
葉
は
旗
や
ポ

ス
タ
ー
な
ど
の
形
で
パ
リ
市

内
の
各
所
を
照
ら
し
て
い
た

。

今
回
は
、
世
界
百
六
十
カ
国
か
ら
若
者
が
お
よ
そ
三
十
万
人

結
集
し
、
最
終
日
に
は
予
想
以
上
の
フ
ラ
ン
ス
人
参
加
者
を
迎

え
、
全
体
で
百
万
人
と
、

を

の
規
模
は
非
政
治
的
集
会
と
し
て

フ
ラ
ン
ス
で
戦
後
最
大
の
も
の
に
な
っ
た
。

フ
ラ
ン
ス
国
外
か
ら
の
三
十
万
人
の
参
加
者
の
中
に
は
、
日

本
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
へ
行
く
た
め
に
ピ
ザ
も
要
求
さ
れ
ず
、

参
加
費
用
も
決
し
て
支
払
え
な
い
額
で
は
な
い
固
か
ら
の
参
加

者
も
あ
れ
ば
、
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ
ア
・
中
近
東
諸
国
か
ら
の
よ

う
に
、
移
民
労
働
者
の
入
国
を
制
限
す
る
た
め
に
と
ら
れ
た
煩

雑
な
法
的
手
続
き
を
踏
ま
ざ
る
を
得
ず
、
さ
ら
に
そ
の
費
用
も

母
国
の
生
活
レ
ベ
ル
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
高
額
な
「
南

の
国
」
か
ら
の
参
加
者
も
多
く
見
ら
れ
、
教
皇
の
呼
び
か
け
に

答
え
る
こ
と
自
体
に
大
き
な
犠
牲
を
払
わ
ざ
る
を
得
な
い
現
実

に
直
面
す
る

。

そ
れ
に
し
て
も
、
民
族
・
言
語
・
文
化
の
壁
を
越
え
て
、
世

界
中
か
ら
こ
れ
ほ
ど
の
若
者
が
集
ま
っ
た
と
い
う
点
に
お
い
て

は
、
ま
さ
に
カ
ト
リ
ッ
ク
が
カ
ト
リ
ッ
ク

H

普
遍
的
で
あ
る
こ

と
を
例
証
し
て
い
る
と
い
え
よ
う

。

日
本
の
よ
う
に
カ
ト
リ

ッ

ク
が
極
端
な
ま
で
に
少
数
派
の
国
の
信
徒
に
と
っ
て
、
信
仰
の

広
が
り
を
「
発
見
す
る
」
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
そ
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の
「
信
仰
の
一
致
を
見
る
L
機
会
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ザ
の
い
わ
ゆ
る
「
五
月
革
命
」
以
降
、
乙
の
脱
キ
リ
ス
ト
教
化
は

今
回
の
総
予
算
は
五
十
億
円
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
支2
7
1
0
加
速
度
的
に
進
み
、
一
、
現
在
は
神
を
信
じ
る
若
者
が
四
六
%
と
半

ン
ヨ
長
一
一
一
川
島

7
-

援
す
る
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
、
主
こ
教
会
の
従
来
の
ネP
ト

o
r
i
:

減
し
、
‘
さ
ら
こ
カ
トJ

ッ
ク
で
あ
る
と
の
自
己
認
識
を
も
っ
て

l
l
J
-

説
話
一
き
い
γ
M
J
L
I
-

一1
J

ワ
ー
ク
ー
す
な
わ
ち
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
学
生
セ
ン
タ
ー
ぷ
云
寸
ι
ー
と
い
る
若
者
は
三
七
%
に
す
ぎ
な
い
(
ル
・
モ
ン
ド
紙
一
九
九
七

統
的
な
運
動
な
ど
が
中
心
で
八
千
人
を
上
回
っ
た
。
一
以
下
半
八
月
二
十
日
に
よ
る
)
バ

こ
の
数
字
は
何
を
表
し
て
い
る
の
か
。
こ
こ
で
現
代
フ
ラ
ン
よ
、
こ
の
中
で
も
、
ど
れ
だ
け
の
若
者
が
定
期
的
に
主
日
の
ミ
サ

ス
社
会
に
お
け
る
若
者
の
宗
教
意
識
を
簡
単
に
振
り
返
り
、
に
ご
.
，
に
あ
ず
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
全
体

れ
だ
け
の
若
者
の
動
員
が
例
外
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
み
勺
壬
ノ
の
実
践
率
一
五
%
と
い
う
数
字
を
下
回
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

た
い
。
一
小
川
一
十
一
一
一
~
か

J

ち
な
み
に
、
現
在
、
定
期
的
に
日
曜
日
の
ミ
サ
に
あ
ず
か

J
-
る
十
八
i

二
十
五
歳
の
若
者
人
口
は
そ
の
世
代
全
体
の
二
%
を

t
t
1
4
1
d
1
t
1
i
4
4
1
H
J
A
1
4
4
4

司
d
4
4
1
1

ぃr
b
w

で
ご

フ
号
民
間
選
罷
油
問
掲
揚
静
観

-
W惨
め
位
置

r
p
f
J
z

一
一
一
川
数
え
る
に
す
ぎ
な
い
(
と
の
意
味
で
、
八
千
人
を
上
回
る
ポ
ラ
ン

f
d
R
Fゾ
ケ
ム
テ
ィ
ア
を
確
保
し
、
七
十
万
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
の
若
者
を
動
員
し

フ
ラ
ン
ス
は
、
四
九
六
年
、
ー
ク
ロ
ヴ
ィ
ス
の
洗
礼
を
も
っ
=
て

H
d
.
-
ぷ
た
こ
と
は
奇
跡
的
と
も
・
い
え
よ
う
。
当
初
、
主
催
者
側
は
三
十
l

キ
リ
ス
ト
教
を
「
国
教
」
と
し
た
最
初
の
国
で
あ
り
、
歴
代
の
ナ
四
十
万
人
の
参
加
を
見
込
ん
で
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
)
。

王
家
の
支
援
に
よ
り
、
ま
た
幾
多
の
聖
人
が
輩
出
す
る
こ
と
伝
で
こ
の
よ
う
に
カ
ト
リ
ッ
ク
が
低
迷
し
て
い
る
原
因
の
一
つ

よ
り
「
教
会
の
長
女
」
を
自
負
し
て
き
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
大
草
は
、
宗
教
心
そ
の
も
の
の
衰
え
と
い
う
以
上
に
、
フ
ラ
ン
ス
人

命
、
さ
ら
に
は
一
九

O
五
年
の
政
教
分
離
法
に
よ
り
、
キ
リ
ス
-
の
教
会
観
に
あ
る
。
人
口
避
妊
な
ど
道
徳
・
家
庭
問
題
に
対
す

ト
教
を
国
家
か
ら
正
式
に
排
除
し
た
最
初
の
国
で
も
あ
る
。J

る
パ
チ
カ
シ
の
断
言
的
な
教
説
か
ら
、
教
会
を
制
度
、
お
き
て
、

そ
し
て
、
現
代
の
フ
ラ
ン
ス
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
脱
キ
リ
ソ
、
制
約
と
と
ら
え
る
フ
ラ
ン
ス
人
は
多
い
。

ス
ト
教
化
が
進
ん
だ
国
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
九
六
七
年
に
そ
れ
で
も
、
キ
リ
ス
ト
教
が
人
々
の
共
感
を
得
て
い
る
領
域

は
ま
だ
八
一
%
の
若
者
が
神
を
信
じ
て
い
た
が
、
一
九
六
八
年
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
と
り
わ
け
葬
儀
に
関
し
て
で
あ
る
。
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葬
儀
を
教
会
で
行
い
た
い
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
人
は
国
民
の
四
分
.
的
な
国
家
へ
と
転
換
し
た
い
と
い
う
再
福
音
化
の
展
望
を
明
ら

の
三
に
上
り
、
死
後
の
世
界
に
対
す
る
関
心
と
人
間
ら
し
い
死
か
に
し
た
。
そ
し
て
こ
の
再
福
音
化
の
戦
略
は
、
今
回
の
ワ
ー

を
迎
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
決
し
て
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
ル
ド
・
ユ

l

ス
・
デ
イ
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
を
人
権
の
固
で

な
い
。
一
あ
る
と
と
も
に
聖
人
の
国
で
あ
る
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
に

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
百
万
人
規
模
の
集
会
を
催
し
た4

よ
っ
て
)
一
層
強
く
表
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ヨ
ハ
ネ
・
パ

と
い
う
事
実
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
宗
教
実
践
と
は
異
な
る
方
向
'
・
ウ
ロ
二
世
に
と
っ
ιて
、
ア
ム
人
権
を
守
る
乙
と
は
教
会
の
大
切
な
務

性
が
兆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

j
-対
一
洲
町
一
一
め
で
あ
り
、
聖
人
の
顕
彰
は
教
皇
の
好
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。

!
a
l

い
之
島
一
一
一
、
月
九
九
さ
て
、
九
教
皇
の
パ
一
ザ
訪
問
は
ト
ロ
カ
デ
ロ
に
あ
る
人
権
の
広

i

語
講

3
1
1
1
追
叶
凋
凋
M
A
週
刊
H
U
リ
J
4
1
-
t

ワ
先
制
関
駅
総
統
告
主
総
罷
襲
撃
義
“
主
主
一
一
場
か
ら
始
ま
っ
た
。
ー
と
の
広
場
は
第
二
次
大
戦
後
、
強
制
収
容

ん
以
下
一
泳
三
一
所
か
ら
生
還
し
た
ミ
シ
ェ
ル
・
リ
ケ
神
父
が
収
容
服
の
ま
ま
ミ

こ
こ
で
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
デ
イ
の
宗
教
的
意
義
を
、
主
一
苦
手
を
さ
さ
げ
、
一
一
九
四
八
年
に
は
、
後
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞

要
な
行
事
に
沿
い
な
が
ら
概
観
し
て
み
た
い
。
、

z
a
v

若
丸
一
守
す
る
法
律
家
ル
ネ
・
カ
サ
ン
が
世
界
人
権
宣
言
を
公
布
し
、
さ

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
に
と
っ
て
、
今
回
は
七
回
目
の
訪
仏
日
ら
に
一
九
八
七
年
に
は
「
貧
困
と
第
四
世
界
を
支
援
す
る
運
動
」

で
、
フ
ラ
ン
ス
は
母
国
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
な
ら
び
最
多
の
訪
問
国
一
一2

・
を
展
開
し
、
貧
し
い
人
々
の
人
権
の
た
め
に
戦
っ
た
ジ
ョ
ゼ

で
あ
る
。
故
国
の
訪
問
が
一
番
多
い
の
は
当
然
と
し
て
も
、
、
教
:
、
一
一
フ
・
ヴ
レ
ジ
ン
ス
キ

l

神
父
が
十
万
人
の
群
衆
を
前
に
、
「
人

皇
は
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
フ
ラ
ン
ス
に
執
着
す
る
の
だ
ろ
う
リ
一
一
聞
が
悲
惨
な
状
態
で
生
き
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
で
は
、
人
権

か
。

-
J
h
u
-
-が
侵
害
さ
れ
て
い
る
。
人
権
を
尊
重
.
さ
せ
る
た
め
に
集
う
の
は

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
、
一
九
八

O
年
の
第
一
四
フ
ラ
ン
ソ
ー
神
聖
な
る
務
め
だ
」
と
の
宣
言
文
を
読
む
な
ど
、
人
権
擁
護
の

ス
訪
問
の
際
に
、
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
国
是
「
自
由
・
平
等1
=

象
徴
的
空
間
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

博
愛
」
を
キ
リ
ス
ト
教
的
な
価
値
観
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
乙γ
、
ァ
教
皇
に
よ
る
こ
の
広
場
の
訪
問
は
、
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
l

ス
・

と
に
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
を
非
宗
教
的
な
国
家
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
.
デ
イ
が
人
権
擁
護
に
対
し
積
極
的
な
関
心
を
払
っ
て
い
る
こ
と
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を
示
す
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
フ
ラ
ン
ス
人
司
祭
な
ど
の
業
績
を
福
な
家
庭
生
活
を
送
り
、
、
キ
リ
ス
ト
を
愛
す
る
よ
う
に
貧
し
き

た
た
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
人
権
を
擁
護
す
る
召
命
を
も
っ
国
主
人
々
に
か
か
わ
り
、
彼
ら
を
愛
し
た
一
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
。
超

家
フ
ラ
ン
ス
を
強
く
賞
賛
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
γ
-
Jよ
い
一
に
自
然
的
な
聖
徳
を
積
ん
だ
聖
人
と
は
タ
イ
プ
の
異
な
る
オ
ザ
ナ

「
キ
リ
ス
ト
教
国
」
フ
ラ
ン
ス
を
称
揚
す
る
教
皇
の
強
い
意

e

一
￡
の
存
在
は
、
こ
の
よ
う
な
点
で
現
代
の
若
者
へ
の
メ
ッ
セ
l

志
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
オ
ザ
ナ
ム
の
列
福
、
・
小
さ
き
イ
エ
ズ
ジ
に
な
る
の
だ
。

ス
の
テ
レ
l
ズ
(
テ
レ
ジ
ア
)
の
事
実
上
の
教
会
博
士
宣
言
に

1

小
さ
き
イ
エ
ズ
ス
の
テ
レ
l

ズ
の
教
会
博
士
宣
言
も
同
じ
く

よ
っ
て
も
示
さ
れ
た
。
，
‘

.
4
h

現
代
の
若
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
開
会
ミ
サ
に
あ
た
っ

ソ
ル
、
ボ
ン
ヌ
大
学
教
授
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
オ
ザ
ナ
ム
・
(
‘
一
円
八
.
一
'
て
リ
ユ
ス
テ
ィ
ジ
ェ
枢
機
卿
は
、
愛
を
極
限
に
至
る
ま
で
生
き

三
丁
五
三
年
)
は
、
サ
ン
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ド
・
ポ
1

ル
会
を
こ
ぬ
い
た
十
九
世
紀
末
の
少
女
テ
レ
l

ズ
を
参
加
者
の
友
人
の
一

設
立
し
、
十
九
世
紀
の
貧
困
問
題
に
取
り
組
み
、
労
働
者
の
権
三
人
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
二
十
世
紀
末
を
生
き

利
の
擁
護
に
努
め
た
信
徒
で
あ
る
。
乙
の
カ
ト
リ
ッ
ク
知
識
人
-
る
若
者
に
オ
ザ
ナ
ム
と
は
異
な
る
キ
リ
ス
ト
者
の
モ
デ
ル
を
掲

は
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
立
場
か
ら
、
当
時
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
げ
、
愛
の
召
命
を
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
た
。

い
た
社
会
正
義
の
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
、
こ
の
よ
う
に
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
人
権
擁
護
の
園
、
聖
人
の
国

こ
の
オ
ザ
ナ
ム
の
列
福
に
は
、
今
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
し
て
賞
賛
す
る
教
皇
の
試
み
は
成
功
を
収
め
た
と
い
え
よ

と
な
く
眠
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
知
的
・
霊
的
伝
統
を
覚
醒
す
う
。
し
か
し
一
方
で
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
で
活
躍
し
、
教

る
意
図
が
あ
る
。
そ
れ
も
バ
チ
カ
ン
で
は
な
く
、
ワ
ー
ル
ド
ぃ
・
司
会
を
現
代
社
会
へ
と
聞
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
神
学
者
コ
ン
ガ
l

ユ
l

ス
・
デ
イ
の
枠
内
で
の
例
外
的
な
列
福
は
、
模
範
な
き
現
.
ル
、
ジ
ュ
ニ
ュ
、
リ
ュ
パ
ッ
ク
な
ど
が
一
切
喚
起
さ
れ
な
い
の

代
社
会
を
生
き
ざ
る
を
得
な
い
若
者
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
モ
デ
ル
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
知
的
・
霊
的
伝
統
も
、
オ
ザ
ナ
ム
と

を
示
そ
う
と
の
戦
略
の
現
れ
で
は
な
い
か
。

J

一
ぉ
同
等
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
堅
固
で
重
要
な
は
ず
だ
が
、
あ

四
十
歳
で
亡
く
な
っ
た
オ
ザ
ナ
ム
、
信
徒
と
し
て
社
会
に
と
え
て
歴
史
の
片
岡
へ
閉
じ
こ
め
る
こ
と
に
よ
り
、
第
二
パ
チ
カ

ど
ま
り
な
が
ら
福
音
を
生
き
、
結
婚
を
し
一
児
の
父
と
し
て
幸
ン
公
会
議
の
成
果
を
も
歴
史
的
遺
産
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

ワ
ー
ル
ド
・
ユ
l
ス
・
デ
イ
の
中
核
が
教
皇
ミ
サ
で
あ
る
こ

と
に
相
違
な
い
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
多
彩
な
行
事
が
催
さ
れ
た
。

八
月
二
十
、
二
十
一
、
二
十
二
日
の
三
日
間
の
午
前
中
は
参

加
者
の
言
語
別
に
司
教
み
ず
か
ら
が
カ
テ
キ
ス
ム
を
行
い
、
そ

の
言
語
グ
ル
ー
プ
は
二
十
六
に
達
し
た
。

中
で
も
、
ミ
ラ
ノ
の
マ
ル
テ
ィ
ニ
司
教
に
よ
る
カ
テ
キ
ス
ム

は
好
評
を
呈
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
カ
テ
キ
ス
ム
が

お
お
む
ね
好
評
だ
っ
た
理
由
と
し
て
、
司
教
み
ず
か
ら
が
故
古
川
被
思
議
農
離
競
鮮

を
説
い
た
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
地
方
教
会
の
長
た
る
舟
激
怒
号
}
寸

w

若
者
と
直
接
に
対
話
を
す
る
機
会
は
実
に
ま
れ
で
あ
る
長
竜
次
長
ワ
ー
ル
ド
・
ユ

1

ス
・

7
2
2

も
い
う
べ
き

い
え
、
三
日
間
の
宗
教
教
育
が
信
仰
を
は
ぐ
く
む
に
+
分
津
:
諜
撚
祭
儀
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

か
は
疑
問
は
残
る
。

U一
拠
欝
網
漁
下
川

V
の
大
司
教
リ
ユ
ス
テ
ィ
ジ
エ
枢
機
卿
が
司
式
を
し
た
聞

こ
の
ほ
か
の
行
事
と
し
て
、
八
日
干
、
二
十
一
日
の
議
理
ム
去
、
弐
お
よ
び
翌
日
の
教
皇
歓
迎
式
典
は
エ
ッ
フ
エ
ル
塔
の

に
パ
リ
各
所
の
小
教
区
や
公
共
施
設
で
繰
り
広
げ
ら
れ
光
義
援

H足
下
の
シ
ャ
ン
・
ド
・
マ
ル
ス
公
園
で
、
ま
た
教
皇
ミ
サ
は
プ

の
祭
典
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
各
国
代
表
団
に
よ
る
走
れ
芳
郎
幹

b
1
)
一
ユ
の
森
に
あ
る
ロ
ン
シ
ャ
ン
競
馬
場
を
改
造
し
て
行
わ

れ
の
国
の
文
化
ゃ
、
聖
霊
カ
リ
ス
マ
運
動
を
含
め
フ
ラ
れ
え
総
祷
れ
た

J

-
川
哨
万
円
r
4
6

さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を
紹
介
す
る
企
画
で
、
日
本
人
参
加
者
は
将
ゾ
れ
そ
の
設
計
デ
ザ
イ
ン
に
当
た
っ
た
の
は
、
デ
ュ
テ
ィ
リ
ュ
l

，

h

山
\
蕗r

リ
外
国
宣
教
会
の
中
庭
で
行
わ
れ
た
「
ア
ジ
ア
の
教
会
を
求
r
丞
ル
ど
ウ
ィ
ル
モ
ッ
ト
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
革
命
二
百
年
祭
の
パ

1
J
J
1
4
許
可
哨
川
町
三
九

て
」
と
い
う
集
ま
り
に
参
加
し
、
盆
踊
り
な
ど
を
披
露
L
川
忌
揮
特
ヤ
ー
ド
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
当
代
随
一
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
こ
の
二

場
を
訪
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
な
ど
と
の
交
流
を
深
め
た
。
山

μ緑
地
市
六
が
会
園
や
競
馬
場
と
い
う
世
俗
的
な
公
共
空
間
を
神
聖
な
空

さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
ら
し
い
奇
抜
な
企
画
と
し
て
、
壬
輩
ぷ
と
変
身
さ
せ
、
シ
ャ
ン
ド
マ
ル
ス
公
園
で
は
エ
コ
ー

28 「筒音宣教...J 1998年 2 月号

. 

キ
ロ
に
及
ぶ
パ
リ
の
環
状
道
路
を
若
者
の
輪
で
囲
む
「
兄
弟
愛

の
輪
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
土
曜
日
の
午
前
中
に
行
わ
れ
た
。

四
十
五
万
人
の
若
者
が
パ
リ
の
外
周
を
取
り
囲
む
光
景
は
お
そ

ら
く
史
上
始
め
て
だ
っ
た
は
ず
だ
。
参
加
者
は
パ
リ
市
内
で
は

な
く
、
反
対
の
郊
外
へ
と
身
を
向
け
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
歓
喜

の
歌
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
隣
人
愛
を
世
界
へ
向
け
発
信
し
た
。

「縞音宣放J 1998年 2 月号29 
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モン・サン・ミッシェル修道院へ

と歩いて海を渡る。現代のモーセ!
fノルマンディ〉

兄弟愛の輪(パリ)

前夜祭(ロンシャン}
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ル
・
ミ
リ
テ
l

ル
を
背
景
に
祭
壇
と
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
が
対
面

し
、
あ
た
か
も
巡
礼
者
の
群
れ
が
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
を
伝
っ
て
天

に
昇
る
よ
う
に
、
ま
た
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
は
様
式
化
さ
れ
た
十
字

架
で
あ
る
か
の
よ
う
に
空
に
映
え
て
い
た
。

ロ
ン
シ
ャ
ン
競
馬
場
は
新
都
心
デ
フ
ァ
ン
ス
の
高
層
建
築
を

借
景
と
し
、
両
腕
を
開
い
た
よ
う
な
円
環
構
造
を
示
す
祭
壇
で
、

教
皇
を
中
心
に
戴
け
ば
、
参
列
者
す
べ
て
を
招
く
最
後
の
晩
餐

を
思
わ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
祭
壇
中
央
に
輝
く
光
の
十

字
架
。
祭
壇
後
部
の
壁
面
を
十
字
架
の
形
に
く
り
ぬ
き
、
内
部

か
ら
光
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
と
い
う
も
の
だ
。
さ
ら
に
日
没

後
に
は
会
場
に
設
置
さ
れ
た
幾
つ
も
の
サ
ー
チ
ラ
イ
ト
が
夜
空

に
交
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
ン
シ
ャ
ン
は
光
の
ヴ
ァ
l

チ
ャ

ル
・
カ
テ
ド
ラ
ル
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。

デ
ザ
イ
ン
の
秀
逸
は
建
築
だ
け
で
は
な
い
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

カ
ス
テ
ル
パ
ジ
ャ
ッ
ク
に
よ
る
祭
服
は
、
神
と
の
契
約
を
暗
示

す
る
虹
の
色
彩
を
様
式
化
し
た
も
の
で
、
祭
服
の
前
後
を
垂
直

に
虹
の
意
匠
が
横
断
し
、
そ
の
明
る
い
色
合
い
は
希
望
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

典
礼
に
移
ろ
う
。
開
会
ミ
サ
は
祭
壇
に
テ
レ
l

ズ
の
大
き
な

肖
像
を
掲
げ
、
リ
ュ
ス
テ
ィ
ジ
ェ
枢
機
卿
は
説
教
の
中
で
テ

レ
l

ズ
の
聖
人
へ
の
願
望
を
顕
彰
し
、
人
間
に
は
不
可
能
に
映

秘
跡
と
宣
教
の
一
面

前
夜
祭
の
中
心
は
五
大
陸
か
ら
選
ば
れ
た
十
人
の
若
者
の
洗

礼
式
、
そ
れ
に
引
き
続
く
堅
信
式
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
、
ロ
シ

ア
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
香
港
、

キ
ュ
ー
バ
、
ボ
リ
ビ
ア
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
来
た
若
者
た
ち

が
教
皇
自
ら
の
手
に
よ
る
洗
礼
の
恵
み
に
浴
し
、
引
き
続
く
説

教
の
中
で
教
皇
は
洗
礼
の
恵
み
の
偉
大
さ
を
強
調
さ
れ
た
。
参

加
者
一
人
ひ
と
り
が
洗
礼
の
恵
み
を
振
り
返
り
、
受
洗
者
と
と

も
に
洗
礼
の
恵
み
に
一
致
す
る
貴
重
な
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

と
同
時
に
、
こ
の
よ
う
な
国
際
大
会
の
中
で
の
洗
礼
・
堅
信

の
秘
跡
が
個
人
を
超
え
た
象
徴
的
価
値
を
も
つ
こ
と
も
十
分
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
意
昧
で
は
、
乙
の
人
選
が
極
め
て
「
政
治
的
」

な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
だ
。
中
で
も
、
キ
ュ
ー
バ
、

香
港
(
中
国
)
は
教
皇
の
反
目
す
る
共
産
主
義
が
何
ら
か
の
形

で
存
続
し
て
い
る
地
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
に
と
っ
て
「
未

踏
の
地
」
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
世
界
的
巻
き
返
し
を
狙
う

教
皇
が
是
非
と
も
訪
れ
た
い
土
地
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
れ

ら
の
若
者
の
洗
礼
は
教
皇
の
訪
問
の
前
触
れ
と
も
い
え
よ
う
。

ま
た
、
こ
こ
で
の
受
洗
者
が
個
人
の
資
格
と
同
時
に
、
意
識
的

で
あ
れ
無
意
識
的
で
あ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
家
の
象
徴
と
し
て

る
神
の
愛
の
呼
び
か
け
に
答
え
る
よ
う
参
加
者
の
若
者
を
鼓
舞

し
た
。

ま
た
、
今
回
の
催
し
の
異
文
化
的
広
が
り
を
典
礼
に
表
現
す

る
た
め
、
拝
領
の
歌
に
モ
1

リ
シ
ャ
ス
、
コ
モ
ロ
、
ハ
ワ
イ
、

マ
ル
テ
ィ
ニ
イ
ッ
ク
な
ど
の
民
族
音
楽
を
突
え
、
文
化
の
多
様

性
を
尊
重
す
る
意
図
が
感
じ
ら
れ
た
。

し
か
し
、
「
南
の
国
」
の
典
礼
文
化
を
装
飾
程
度
に
取
り
入

れ
る
と
い
う
手
法
に
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
あ
ま
り
感
心
し
な

い
。
と
い
う
の
も
、
と
も
す
る
と
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
「
エ

キ
ゾ
テ
ィ
ス
ム
」
を
刺
激
す
る
だ
け
で
、
対
等
の
立
場
で
の
対

話
を
促
進
し
な
い
恐
れ
が
あ
る
か
ら
だ
。

精
神
の
支
配
・
被
支
配
の
構
造
を
越
え
て
、
文
化
の
異
な
る

人
聞
が
宗
教
心
の
表
現
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
対
等

に
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
二
十
一
世
紀
に
共
生
す
る

者
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

ロ
ン
シ
ャ
ン
競
馬
場
の
前
夜
祭
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
コ
ン

サ
ー
ト
に
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
の
前
指
揮
者
ミ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ン
・

チ
ャ
ン
を
迎
え
、
へ
ン
デ
ル
、
メ
シ
ア
ン
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
ビ
ゼ
l

、
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
な
ど
の
宗
教
曲
を
演

奏
し
、
宗
教
音
楽
の
精
髄
を
惜
し
み
な
く
披
露
し
た
。

作
用
し
、

'
V
4
H
 

そ
の
国
家
の
秘
跡
化
戦
略
を
も
暗
示
し
た
の
で
は
な

ウ
ラ
デ
ィ
ミ
l

ル
大
公
の
洗
礼
に
よ
り
ロ
シ
ア
の
キ
リ
ス
ト

教
化
が
始
ま
り
、
ま
た
ク
ロ
ヴ
ィ
ス
の
そ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
王
国

を
神
へ
さ
さ
げ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、
現
代

の
キ
リ
ス
ト
教
化
戦
略
は
国
王
と
い
っ
た
権
力
者
で
は
な
く
、

下
か
ら
の
若
者
に
よ
っ
て
始
ま
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

と
は
い
え
、
秘
跡
化
は
必
ず
し
も
つ
ね
に
福
音
化
を
意
味
し

な
い
。
日
本
の
よ
う
に
、
受
洗
人
口
が
極
度
に
少
な
い
国
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
秘
跡
化
さ
れ
た
人
口
の
多
い
固
と
比
べ
て
、
福

音
的
価
値
が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
い
る
と
も
断
言
で
き
な

い
。
信
者
数
の
み
が
福
音
化
さ
れ
た
社
会
の
基
準
で
あ
れ
ば
、

日
本
は
キ
リ
ス
ト
教
的
救
い
か
ら
最
も
遠
い
国
に
な
る
。

し
か
し
、
秘
跡
化
さ
れ
た
社
会
が
福
音
の
実
践
に
直
結
し
な

い
こ
と
は
、
歴
史
上
の
出
来
事
だ
け
で
は
な
く
、
近
年
で
は
ア

フ
リ
カ
中
央
部
に
あ
る
、
国
民
の
七
割
が
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
ル

ワ
ン
ダ
で
の
大
虐
殺
を
思
い
起
こ
せ
ば
よ
い
だ
ろ
う
し
、
さ
ら

に
そ
の
惨
劇
に
教
会
自
ら
も
手
を
染
め
た
事
実
、
す
な
わ
ち
教

会
が
そ
こ
で
虐
殺
の
場
と
な
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
べ
き
で

ゑ
w
λ
u。

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
る
と
、

国
家
へ
の
働
き
か
け
を
暗
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示
す
る
よ
う
な
秘
跡
化
を
こ
こ
ま
で
称
揚
す
る
戦
略
に
、
わ
た

し
は
た
め
ら
い
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
秘
跡
が

イ
エ
ス
と
の
出
会
い
の
成
聖
の
恵
み
と
し
て
、
個
人
に
働
く
こ

と
に
な
ん
ら
異
論
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
を
積
極
的
に
受
け
と

め
て
い
る
の
だ
が
:
・
。

歴
史
の
偶
然
か
ら
か
、
乙
の
前
夜
祭
の
日
が
聖
パ
ル
テ
ル

ミ

1

虐
殺
の
日
時
と
一
致
し
た
と
と
も
秘
跡
化
が
福
音
化
を
完

全
に
裏
切
っ
た
例
証
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
今
回
の
大

会
か
ら
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
四
百
二
十
五
年
前
、
一
五
七
二
年
八

月
二
十
三
日
の
未
明
に
、
パ
リ
で
は
後
に
国
王
ア
ン
リ
四
世
と

な
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ア
ン
リ
・
ド
・
ナ
ヴ
ァ
l
ル
と
マ
ル

グ
リ
ッ
ド
の
婚
礼
に
集
ま
っ
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
カ
ト
リ
ッ

ク
が
大
量
に
虐
殺
し
た
。

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
は
、
十
六
世
紀
の
こ
の
事
件
に
言
及

し
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
は
福
音
が
厳
し
く
非
難
す
る
行
為
を
犯
し

た
」
と
過
去
の
過
ち
を
認
め
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
赦
し
を
願

っ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
反
応
は
極
め
て
冷

静
な
も
の
で
、
こ
の
偶
然
を
カ
ト
リ
ッ
ク
と
の
対
立
を
あ
お
る

機
会
に
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
寛
容
な
も
の
だ
っ
た
。
実
際
、

隣
国
と
も
い
う
べ
き
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
と
の
対
立
が
再
燃
の
兆
し
の
あ
る
現
状
を
間
近
に

用
を
出
し
た
ケ
l

ス
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
よ
う
だ
。

ワ
ー
ル
ド
・
ユ
l

ス
・
デ
イ
の
祭
儀
に
関
し
て
最
大
の
課
題

は
言
語
で
は
な
い
か
。
ホ
ス
ト
国
が
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
言
語
に

関
し
て
自
民
族
中
心
思
想
の
強
い
国
の
た
め
で
も
あ
ろ
う
、
開

会
式
、
歓
迎
式
、
教
皇
ミ
サ
な
ど
ほ
ぼ
す
べ
て
の
祭
儀
が
フ
ラ

ン
ス
語
で
行
わ
れ
、
主
要
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
は
ラ
ジ
オ
を
通
じ

た
同
時
通
訳
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
れ
以
外
の
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
な
ど
の
言
語
に
つ
い
て
は
散
発
的
に
し
か
参
照
さ
れ
な

か
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
は
本
質
的
に

「
こ
と
ば
の
宗
教
L
で
あ

る
以
上
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
そ
の
意
昧
に
全
く
近
づ
け
な
い
の

は
、
表
〆
加
の
意
義
が
半
減
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る

。

確
か
に
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会

の
果
た
し
て
き
た
役
割
は
無
視
で
き
な
い
が
、
二
十
一
世
紀
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
少
な
く
と
も
人
口
に
関
し
て
、
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
教
会
が
主
流
に
な
る
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
言
語
文
化
は
必
ず
し
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
と
対
等
の

資
格
で
取
り
扱
わ
れ
た
と
は
認
め
が
た
い
。

文
化
は
個
人
の
尊
厳
に
も
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
根
源
は言
語
に
あ
る

。

む
ろ
ん
、
と
は

い
っ
て
も
参
加
者
す
べ
て
の
母
語
を
対
等
に
取
り
扱
う
こ
と

は
、
現
実
に
は
理
想
に
す
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
λ

す
る
と
、
宗
派
上
の
対
立
を
挑
発
す
る
よ
う
な
言
動
は
慎
む
べ

き
だ
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

前
夜
祭
の
祭
儀
は
、
洗
礼
・
堅
信
式
の
後
に
祈
り
と
歌
に

よ
っ
て
閉
幕
し
た
が
、
途
中
で
一
人
ひ
と
り
に
ろ
う
そ
く
が
手

渡
さ
れ
、
七
十
五
万
人
の
小
さ
な
光
が
ロ
ン
シ
ャ
ン
を
銀
河
の

よ
う
に
照
ら
し
出
し
、
大
群
衆
の
中
に
も
沈
黙
の
内
的
な
ひ
と

と
き
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

翌
日
は
、
百
万
人
の
参
列
者
を
迎
え
て
の
教
皇
ミ
サ

。

と
は

い
え
、
そ
の
う
ち
二
十
五
万
人
は
競
馬
場
に
入
り
き
れ
ず
に
、

外
か
ら
ミ
サ
に
あ
ず
か
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

，

た
。
こ
の
動
員
力

は
何
よ
り
も
、
テ
レ
ビ
・
新
聞
と
い
っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
大
会
の
始
ま
る
前
後
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア

は
連
日
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
デ
イ
を
一
面
で
報
道
し
、
祝
祭

気
分
は
い
や
が
う
え
に
も
高
ま
っ
て
い
た
。

ヴ
ァ
カ
ン
ス
も
終
盤
に
入
り
、
避
暑
地
な
ど
か
ら
帰
省
し
た

フ
ラ
ン
ス
人
も
多
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
子
ど
も
に
こ
の

大
会
へ
の
参
加
を
せ
が
ま
れ
る
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
善
良

性
や
伝
統
が
幸
い
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
祖
父
母
な
ど
が
参
加
費

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
だ
け
が
特
権
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と

に
、
ア
ジ
ア
の
教
会
に
連
な
る
一
員
と
し
て
危
倶
を
感
じ
ざ
る

を
得
な
い
。

お
り
し
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
状
況
に
関
し
て
は
、
多
言

語
主
義
的
思
考
が
興
隆
を
見
せ
、
文
化
の
異
な
る
人
間
の
交
流

に
当
た
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
母
語
を
最
大
限
に
尊
重
し
よ
う
と

い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
時
代
に
あ
っ
て
、
教
会
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語
に
の
み
執
着
す
る
の
は
時
代
に
逆
行
し
て
い
る
と
思

わ
れ
で
も
仕
方
が
な
い
し
、
バ
チ
カ
ン
は
カ
ト
リ
ッ
ク
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
枠
内
で
の
み
考
え
て
い
る
と
の
批
判
を
受
け
よ
う
。

〔
つ
づ
く
〕

(
に
し
や
ま
・
の
り
ゆ
き
)
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フランスで見た力トリシズムの今 !

矛
盾
の
森
を
巨
木
が
覆
う

ー
ー
ー
ジ
ヤ
ツ
ク
・
マ
ル
タ
ン
神
父|1
1

前
号
に
続
き
、
昨
年
(
八
月
十
九
日

J

二
十
四
日
)
、
パ
リ

で
聞
か
れ
た
第
百
回
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
デ
イ
(
カ
ト
リ
ッ

ク
世
界
青
年
大
会
)
の
報
告
と
考
察
を
続
け
よ
う
。

、

ま
す
、
こ
の
大
会
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
お
よ
び
そ
の
宗
教
的
・
社

会
的
次
元
で
の
表
象
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
こ
れ
ま
で
の

ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
デ
イ
が
「
堕
落
し
た
」
思
想
や
風
俗
に

対
し
て
醤
鐘
を
発
す
る
と
い
う
投
割
を
担
っ
て
き
た
の
に
対

し
、
今
回
は
社
会
正
義
、
と
り
わ
り
若
者
の
失
業
問
題
に
取
り

組
む
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。

生
き
る
意
味
ヘ
ザ
聞
い

，

か
け
じ
対
U
て

日
本
で
は
、
若
者
の
失
業
は
ま
だ
さ
ほ
ど
社
会
問
題
化
し
て

い
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
で
は
政
策
の
中

心
課
題
で
あ
る
。
失
業
率
二
了
五
%
を
数
え
る
フ
ラ
ン
ス
で
、

十
五
i

二
十
四
歳
の
若
者
の
そ
れ
は
二
六
・
三
%
に
上
り
、

一

ま

た
女
性
に
つ
い
て
は
そ
れ
よ
り
も
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る

(
円
自
己
P
E
-
-
2
2

・
ミ
l
g
に
よ
る
)
。

大
学
卒
業
後
、
た
だ
ち
に
失
業
保
険
を
も
ら
わ
ざ
る
を
得
な

い
ケ
l

ス
も
例
外
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
高
卒
以
下
で
職
業
上

の
資
格
を
持
っ
て
い
な
い
若
者
の
多
く
や
、
大
都
市
郊
外
に
暮

ら
す
移
民
の
第
二
世
代
の
若
者
の
半
数
以
上
が
職
に
あ
ぶ
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
適
切
な
職
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
社
会
か
ら

の
排
除
と
い
う
日
常
を
生
き
ざ
る
を
得
な
い
若
者
に
と
っ
て
、

自
分
の
生
の
意
義
や
目
標
を
探
り
当
て
る
の
は
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
。
教
会
は
遅
ま
き
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
若
者
の
下
か

ら
の
声
に
耳
を
傾
け
、
彼
ら
の
生
き
る
意
味
を
共
に
真
剣
に
考

え
よ
う
と
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
回
の
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー

ス
・
デ
イ
が
、
一
人
ひ
と
り
の
生
の
意
義
を
模
索
す
る
旅
に
的

西
山
教
行

ー、

確
な
答
え
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
は
心
も
と
な
い
。

し
か
し
、
少
な
く
と
も
「
先
生
、
ど
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
す
か
し
に
対
す
る
イ
エ
ス
の
答
え
、
「
来
て
、
見
な
さ
い
」

は
若
者
に
信
頼
と
希
望
を
回
復
さ
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
イ
ヱ

す
み
か

ス
は
探
究
す
る
若
者
に
自
分
の
住
処
だ
け
を
告
げ
知
ら
せ
、
立

ち
去
る
の
で
は
な
い
。
イ
エ
ス
は
「
来
な
さ
い
」
と
、
尋
ね
求

め
る
も
の
を
自
ら
の
も
と
に
招
く
。

と
こ
ろ
で
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
効
果
が
絶
大
で
あ
っ
た
に
せ

よ
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
多
く
の
若
者
が
集
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

た
だ
一
人
の
宗
教
的
指
導
者
の
呼
び
か
け
で
全
世
界
か
ら
百
万

人
の
若
者
が
集
ま
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
結
集
力
は
不
気
味

な
も
の
と
感
じ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
参
加
者
は
必
ず
し
も
教

皇
の
存
在
だ
け
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。

と
い
う
の
も
、
教
皇
の
教
説
、
と
り
わ
け
人
工
避
妊
の
取
り

扱
い
、
エ
イ
ズ
と
コ
ン
ド
l

ム
の
関
係
な
ど
に
対
し
て
、
若
者

は
そ
れ
ら
す
べ
て
を
字
義
ど
お
り
に
受
け
と
め
て
い
な
い
よ
う

だ
。
新
聞
記
者
の
行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
見
る
と
、
若
者
た

ち
は
参
加
の
理
由
を
、
大
会
の
祝
祭
的
な
雰
囲
気
や
兄
弟
愛
・

隣
人
愛
を
世
界
的
レ
ベ
ル
で
グ
ロ
ー
バ
ル
に
体
験
し
た
い
、
実

感
し
た
い
か
ら
と
述
べ
て
い
る
。

言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
若
者
た
ち
は
世
俗
社
会
に
は
あ
ま
り
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見
ら
れ
な
い
繊
献
の
強
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
共
同
体
体
験
を
望

ん
で
い
る
の
だ
。
小
説
家
の
パ
ス
カ
ル
・
プ
リ
ュ
ッ
ク
ネ
l

ル

は
そ
の
傾
向
を
「
原
始
キ
リ
ス
ト
教
的
」
と
形
容
し
て
い
る
が
、

言
い
得
て
妙
で
あ
る
(
ル
・
フ
ィ
ガ
ロ
紙
一
九
九
七
年
八
月
二
十

四
日
)
。

生
一
共
同
体
保
劇
1
1刊の
官
隊
怯Ju
j
b

こ
の
よ
う
に
強
烈
な
共
同
体
体
験
を
志
向
す
る
動
き
は
、
一

九
八
八
年
の
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
で
催
さ
れ

た
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
デ
イ
か
ら
始
ま
っ
た
よ
う
だ
。

イ
ベ
リ
ア
半
島
の
東
端
の
聖
ヤ
コ
プ
殉
教
の
地
サ
ン
テ
ィ
ア

ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ラ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
宣

教
の
原
点
で
あ
る
。
こ
の
記
念
碑
的
な
地
で
の
ワ
ー
ル
ド
・

ユ
l

ス
・
デ
イ
の
開
催
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
再
キ
リ
ス
ト
教

化
の
展
望
が
見
え
隠
れ
し
て
い
た
。

こ
の
戦
略
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
そ
の

翌
年
以
降
、
国
際
レ
ベ
ル
あ
る
い
は
囲
内
レ
ベ
ル
の
巡
礼
参
加

者
の
数
が
増
大
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
・

ユ
1

ス
・
デ
イ
の
翌
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
伝
統
的
巡
礼
の
)

つ
の
シ
ャ
ル
ト
ル
巡
礼
に
参
加
す
る
青
年
の
数
が
倍
増
し
た
。

パ
ル
な
共
同
体
の
形
成
を
進
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が
カ
ト
リ
ッ
ク
を
イ
ベ
ン
ト
宗

教
、
ひ
い
て
は
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
宗
教
に
変
質
さ
せ
る
恐
れ
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
は
、
日
常
の
信
仰
の
次
元
が
あ
ま
り

関
わ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
若
者
の
中
に
は
大
巡
礼
大
会
の

み
を
「
次
々
と
渡
り
歩
く
」
者
も
い
る
。

テ
ゼ
の
創
立
者
の
ロ
ジ
ェ
は
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答

え
、
現
在
の
傾
向
に
危
倶
を
も
ら
し
て
い
る
(
ル
・
モ
ン
ド
紙

一
九
九
七
年
八
月
二
十
日
)
。
「
若
者
を
幻
想
に
導
か
な
い
よ
う

気
を
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
集
会
が
意
味
を
も
つ
の
は
、

そ
れ
が
若
者
の
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
信
仰
を
生
き
る
手
助
け

と
な
る
限
り
に
お
い
て
だ
。
大
集
会
は
人
生
の
中
で
の
例
外
的

な
ひ
と
と
き
に
な
っ
て
協
な
ら
な
い
」

こ
れ
ら
の
若
者
の
一
方
で
、
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
l

ス
・
デ
イ
を

全
面
的
に
支
え
て
い
る
集
団
に
、
オ
プ
ス
・
デ
イ
、
ネ
オ
・
カ

テ
キ
ュ
メ
ナ
1

テ
、
フ
ォ
コ
ラ
1

レ
と
い
っ
た
共
同
体
や
、
エ

マ
ニ
ユ
エ
ル
、
シ
ュ
マ
ン
・
ヌ
フ
な
ど
の
聖
霊
カ
リ
ス
マ
刷
新

運
動
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
教
区
や
国
を
縦
断
し
て
い
る
運
動
は
概
し
て
教

皇
を
熱
烈
に
支
持
し
て
お
り
、
教
皇
も
そ
れ
に
答
え
る
か
の
よ

う
に
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
を
霊
的
・
制
度
的
に
支
援
し
て
い

い
わ
ば
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の
巡
礼
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
っ

か
り
定
着
し
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
の
参
加
者
は
、
奇
妙
な
こ
と

に
、
必
ず
し
も
従
来
の
意
昧
で
の
信
仰
の
実
践
者
と
は
限
ら
な

い
。
む
し
ろ
参
加
者
の
多
く
は
、
主
日
の
ミ
サ
に
ほ
と
ん
ど
あ

ず
か
っ
た
こ
と
の
な
い
若
者
で
、
中
に
は
求
道
者
も
見
ら
れ
る

よ
う
で
、
今
ま
で
の
大
衆
運
動
と
し
て
の
巡
礼
と
い
う
パ
タ
ー

ン
と
は
様
相
存
-
違
え
て
い
る
。

言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
日
曜
日
の
教
会
の
ミ
サ
に
若
者
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
シ
ャ
ル
ト
ル
、
ル
ル

ド
、
テ
ゼ
、
パ
レ
ル
・
モ
ニ
ア
ル
と
い
っ
た
大
巡
礼
地
は
若
者

で
あ
ふ
れ
か
え
っ
て
い
る
の
だ
。
と
の
意
味
で
、
若
者
に
宗
教

離
れ
が
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
。
若
者
た
ち
は
失
業
な
ど
の
た

め
社
会
の
中
で
個
別
的
な
場
を
見
つ
け
ら
れ
ず
に
排
除
さ
れ
る

傾
向
に
あ
る
た
め
、
か
え
っ
て
共
同
体
的
な
場
、
世
界
中
か
ら

の
若
者
の
集
ま
る
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
空
間
、
国
際
的
な
場

へ
と
向
か
う
の
で
は
な
い
か
。

確
か
に
、
そ
の
よ
う
な
高
揚
し
た
雰
囲
気
の
中
で
は
、
厳
し

い
日
常
を
離
れ
て
、
兄
第
愛
や
隣
人
愛
を
よ
り
身
近
に
実
感
で

き
る
だ
ろ
う
し
、
自
分
自
身
が
他
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

と
の
思
い
も
強
く
、
自
己
に
対
す
る
信
頼
を
取
り
戻
せ
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
の
点
で
、
社
会
か
ら
の
若
者
の
排
除
が
グ
ロ1
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す
匂
。

聖
霊
カ
リ
ス
マ
運
動
の
一
つ
「
ヴ
ィ
・
エ
・
リ
ュ
ミ
エ
l

ル
」

の
創
立
者
の
ダ
ニ
エ
ル
・
ア
ン
ジ
ュ
神
父
は
、
ワ
ー
ル
ド
・

ユ
1

ス
・
デ
イ
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、
そ
の
参
加

運
営
に
関
し
て
「
聖
霊
カ
リ
ス
マ
運
動
は
霊
的
側
面
を
担
当
し
、

教
区
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
文
化
面
に
展
開
す
る
」
と
述
べ
て

い
る
苛
『
2
2
2

手
。
-
z
s
pロ
-
N
a
o
s
。

パ
リ
で
の
本
夫
会
に
先
立
つ
プ
レ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
各
教
区
は
全
体
で
十
五
万
人
の
外
国
人
を
受
け
入

れ
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
、
各
教
区
の
豊
か
な
文
化
遺
産
を
知

る
行
事
を
組
ん
だ
。

例
え
ば
、
東
京
管
区
グ
ル
ー
プ
の
受
け
入
れ
先
の
ク
l

タ
ン

ス
教
区
(
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
l
地
方
)
で
、
参
加
者
は
世
界
遺
産

モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
修
道
院
教
会
を
見
学
し
た
が
、
そ

れ
は
文
化
遺
産
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
生
き
た
霊
的
遺
産
で
も

あ
る
。

「福音宣投J 1998年 3 月号

こ
の
よ
う
に
、
文
化
遺
産
と
霊
的
遺
産
が
不
可
分
に
結
び
つ

い
て
い
る
こ
と
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
ダ
ニ
ヱ
ル
・
ア
ン

ジ
ュ
神
父
の
述
べ
る
よ
う
な
区
分
け
を
い
た
ず
ら
に
強
調
す
る

と
と
は
、
教
会
の
中
に
さ
ら
な
る
教
会
を
生
む
こ
と
に
も
つ
な

が
り
か
ね
な
い
。

33 



、
他
宗
派
1

他
宗
教
へ
の
姿
勢
1
j
d

ワ
ー
ル
ド
・
ユ
l

ス
・
デ
イ
そ
の
も
の
の
根
幹
に
か
か
わ
る

点
、
す
な
わ
ち
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
な
ど
キ
り
ス
ト
教
諸
宗
派
お

よ
び
他
宗
教
と
の
関
連
に
は
ま
だ
触
れ
て
い
な
い
。
一
言
で

い
っ
て
、
こ
の
集
会
に
は
エ
キ
ユ
メ
ニ
ズ
ム
や
他
宗
教
に
対
す

る
配
慮
が
極
度
に
欠
落
し
て
い
る
。
ご
の
他
宗
派
、
他
宗
教
と

の
関
連
は
、
大
会
が
フ
ラ
ン
ス
で
行
わ
れ
た
だ
け
に
、
よ
り
慎

重
な
態
度
が
要
求
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

か
つ
て
「
教
会
の
長
女
」
を
自
負
し
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
制
度

と
し
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
低
迷
に
直
面
し
て
い
る
と
と
も
に
、

圏
内
の
宗
教
地
図
は
多
様
を
極
め
て
い
る
。

人
口
か
ら
見
る
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
次
に
位
置
す
る
宗
教
は

移
民
の
増
加
に
伴
い
イ
ス
ラ
ム
で
あ
り
、
つ
い
で
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
正
教
会
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
中
で
も
フ

ラ
ン
ス
在
住
の
ム
ス
リ
ム
(
イ
ス
ラ
ム
教
徒
)
は
モ
ス
ク
へ
定

期
的
に
通
う
人
口
が
多
く
、
そ
の
実
践
率
は
カ
ト
リ
ッ
ク
よ
り

も
高
い
。
こ
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
社
会
は
宗
教
面
で
も
モ
ザ
イ

ク
模
様
を
形
成
し
て
い
る
の
だ
が
、
残
念
な
が
ら
ワ
ー
ル
ド
・

ユ
l

ス
・
デ
イ
が
こ
の
よ
う
な
現
実
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
た

喧
伝
し
て
い
た
た
め
、
そ
の

昧
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
戦
略
は
現
代
社
会
が
多
様
で
多
元
的
な
価
値
観

を
目
指
し
て
い
る
の
と
は
反
対
に
、
ま
る
で
中
世
の
よ
う
に
カ

ト
リ
ッ
ク
が
支
配
す
る
、
そ
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
カ
ト
リ
ッ
ク

に
よ
る
世
界
統
合
を
も
感
じ
さ
せ
な
か
っ
た
か
。
乙
の
大
会
が

二
O
O
O

年
の
大
聖
年
を
目
指
し
た
第
一
歩
で
あ
る
な
ら
ば
、

そ
こ
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
だ
け
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
宗
教
、
い

や
無
宗
教
の
人
々
と
と
も
に
歩
む
べ
き
で
は
な
い
か
。
バ
チ
カ

ン
は
ロ
l

マ
教
皇
の
旗
印
の
下
に
あ
ら
ゆ
る
宗
教
、
否
人
類
が

結
集
す
る
と
の
幻
想
を
生
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
カ
ト
リ
ッ
ク
性
」
が
極
め
て
暖

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
中
で
の
位
置
づ
け

次
に
、
乙
の
イ
ベ
ン
ト
と
ホ
ス
ト
国
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の
関

連
に
触
れ
た
い
。

も
は
や
フ
ラ
ン
ス
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
よ
う
な

カ
ト
リ
ッ
ク
固
と
は
い
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
の

大
事
業
を
引
き
受
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
南
の
国
」
か
ら
の
大

量
の
若
者
に
フ
ラ
ン
ス
本
土
へ
の
入
国
を
認
め
る
こ
と
は
、
?
」

の
大
会
以
降
、
母
国
に
直
ち
に
戻
ら
な
い
残
留
者
が
出
る
と
いγ

と
は
い
い
が
た
い
。

ル
・
モ
ン
ド
紙
は
大
会
期
間
中
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
テ
イ

関
連
に
連
日
数
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
社
会
の

多
様
な
価
値
観
に
対
応
す
べ
く
、
無
神
論
者
も
含
め
て
他
宗
教

の
若
者
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲
載
し
て
い
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
若
者
は
、
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
に
対
し
て
、
他
宗
派
、
他
宗
教
と
の
対
話
を
期
待

す
る
と
伝
え
て
い
た
。
例
え
ば
、
二
十
九
歳
の
ム
ス
リ
ム
は
、

た
と
え
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
が
法
的
に
い
か
な
る
宗
教
に
も
関
与

し
な
い
と
い
う
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
に
し
て
も
、
ム
ス
リ
ム

か
ら
見
た
フ
ラ
ン
ス
社
会
は
依
然
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に

他
な
ら
ず
、
そ
の
点
イ
ス
ラ
ム
が
社
会
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る

と
の
印
象
を
受
け
る
と
証
言
し
て
い
る
(
ル
・
モ
ン
ド
紙
一
九

九
七
年
八
月
二
十
日
)
。

そ
も
そ
も
「
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
1

ス
・
デ
イ
」
の
名
称
そ
の
も

の
も
、
他
宗
派
、
他
宗
教
と
の
対
話
を
促
進
す
る
姿
勢
と
は
い

い
が
た
い
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
ロ

l

マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
主
催
す
る
国
際
大
会
な
の
だ
が
、
そ
の
名
称
に
は
ロ1
マ
も

な
け
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
も
見
当
た
ら
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
語
で

は
さ
ら
に
ワ
ー
ル
ド
・
ユ

1

ス
・
デ
イ
己

o
g
円
ロ
宮
田
玄g
'

全
包
g
r
E
r
g
s
s
)

の
頭
文
字
を
と
っ
て
J
M
J

と
し
て

う
リ
ス
ク
を
も
意
味
す
る
。
そ
の
よ
う
な
治
安
上
の
問
題
を
予

期
し
な
が
ら
、
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
は
パ
リ
開
催
を
引
き
受
け
た
の

だ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ン
ス
が
ホ
ス
ト
国
を
引
き
受
け
た
理
由
は
宗
教
的
、
政

治
的
理
由
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
思
惑
が
錯
綜
し
て
い
る
。
ま
ず
何

よ
り
も
、
フ
ラ
ン
ス
は
自
国
が
外
国
人
受
け
入
れ
の
伝
統
の
あ

る
国
だ
と
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
確
か
に
、

フ
ラ
ン
ス
は
政
治
難
民
な
ど
を
広
く
受
け
入
れ
て
き
た
こ
と
で

知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
寛
大
な
」
外
国
人
受
け
入

れ
の
姿
勢
は
、
前
年
の
移
民
政
策
と
皮
肉
な
こ
と
に
対
照
的
で

支
の
九
四
F。

前
年
の
一
九
九
六
年
八
年
二
十
三
日
に
は
、
パ
リ
の
サ
ン
・

ベ
ル
ナ
l

ル
教
会
か
ら
「
不
法
移
民
」
が
機
動
隊
の
手
で
強
制

的
に
排
除
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
の
マ
リ
出
身
の
労
働
者
お
よ
び
そ
の
家
族
は
、
移

民
労
働
者
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
で
長
く
働
い
て
い
た
も
の
の
、

「
非
合
法
的
」
に
入
国
し
た
た
め
に
身
分
証
明
書
、
パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
公
共
の
住
居
を
追
わ

れ
、
公
共
施
設
な
ど
を
転
々
と
し
た
末
に
、
パ
リ
市
内
の
移
民

が
多
く
住
む
地
区
に
あ
る
サ
ン
・
ベ
ル
ナ

l

ル
教
会
に
閉
じ
こ

-
も
り
、
滞
在
資
格
の
正
常
化
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
、
公
権
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そ
の
一
部
を
強

力
は
強
硬
手
段
に
訴
え
て
、
移
民
を
排
除
し
、

制
帰
国
さ
せ
た
と
い
う

事
件
で
あ
る

。

ち
な
み
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
教
会
の

建
物
自
体
は
国
家
に
属
し

て
い
る
。

と
は
い
え
、
こ
の

事
件
に
教
会
が
何
ら
関
与
し
て
い

な
い
と
は
い
い
が
た
い

。

そ
し
て
、
こ
の
事
件
の
一
年
後
に
は
、

ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
デ
イ
の
枠
内
で
、
多

数
の
ア
フ
リ
カ
人

を
含
む
外
国
人
を
「

寛
大
に
」

受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

歴
史
の
皮
肉

と
は
恐
ろ
し
い

。

ま
た
、
文
化
国

家
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

と
の
思
惑
も
働
い
た
に
違
い
な
い

。

フ
ラ
ン
ス
は
世
界
で
も
一

位
二
位
を
争
う
観
光
大
国
で
あ
り
、
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
教
会

の
庇
護
の
下
で
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
の
刷
新
を
図
る
絶

好
の
機
会
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
内
政
と
の
関
連
で
考
え
れ
ば
、
共
和

国
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
フ
ラ
ン
ス
囲
内
の
統
合
に
役
立
て
た

か
っ
た
の
で
は
な
い
か

。

乙
こ
数
年
前
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
社
会

で
最
大
の
懸
案
と
な
っ
て
い
る
の
は
国
家
の
統
合
で
あ
る
。

戦
前
、
戦
後
と
、
植
民
地
政
策
と
連
携
す
る
か
た
ち
で
フ
ラ

ン
ス
は
、
旧
植
民
地
を
中
心
に
移
民
労
働
者
を
多
く
受
け
入
れ
、

高
度
成
長
期
に
お
い
て
産
業
を
振
興
し
て
き
た
が
、
こ
こ
に
き

て
経
済
危
機
と

関
連
し
て
「
移
民
の
流
入
に
伴
い
」
雇
用
問
題

見
地
か
ら
、
湾
岸
戦
争
並
み
の
警
備
を
当
て
、

い
っ
た
国
家
権
力
を
大
幅
に
関
与
さ
せ
た

。

こ
の
よ
う
な
措

置
は
共
和
国
の
原
理
に
か
な
っ
て
い
た
の
だ

ろ
う
か

。
実
際
そ
の
懸
念
は
政
府
側
か
ら
も
伝
え
ら
れ
た
。

慣
例
に
従
い
、
教
皇
は
フ
ラ
ン
ス
を
出
発
す
る
日
に
空
港
で

政
府
首
班
の
ジ
ョ
ス
パ
ン
首
相
の
見
送
り
を
受
け
た
が
、
プ
ロ

警
察
・
軍
隊
と

や
治
安
の
悪
化
が
生
じ
、
そ
れ
が
社
会
的
弱
者
の
排
除
あ
る
い

は
若
者
の
失
業
と
い
う
か
た
ち
で
社
会
問
題
化
し
て
い
る

。

そ
の
た
め
広
義
の
社
会
資
本
や
社
会
的
既
得
権
を
め
ぐ
っ
て

「
持
つ
も
の
」

4

と
「
持
た
ざ
る
も
の
」
と
の
聞
の
講
離
が
は
な

は
だ
し
く
、
国
家
の
分
裂
を
懸
念
し
、
そ
の
統
合
を
疑
問
視
す

る

声
が
強
い
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
で
、
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
が
カ
ト
リ
シ
ズ
ム
と
い
う
伝
統
的
価
値
観
の
も
と
に
、
国

内
世
論
を
喚
起
し
、
国
民
の
統
合
を
計
る
こ
と
が
で
き
た
と
す

れ
ば
、
こ
れ
は
「
多
少
の
リ
ス
ク
に
も
見
合
う
」
と
い
え
る
の

で
は
な
い
か

。

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
は
非
宗
教
性
を

憲
法
で
明
記
し
、
い
か
な

る
宗
教
を
も
優
遇
し
な
い
と
す
る
政
教
分
離
の
国
家
だ
が
、
こ

の
大
会
に
お
い
て
こ
の
原
理
は
必
ず
し
も
道
守
さ
れ
な
か
っ

た
。

む
し
ろ
、
国
家
を
あ
げ
て
の
行
事
と
し
て
と
ら
え
て
い
た

よ
う
だ
。

ワ
ー
ル
ド
・
ユ
l

ス
・
デ
イ
担
当
司
教
の
デ
ュ
ボ
ス
ト
司
教

は
そ
も
そ
も

軍
隊
付
き
の
司
教
で
あ
り
、
そ
の
軍
隊
か
ら
は
政

府
間
連
絡
本
部
本
部
長
と
し
て
、
か
つ
て
ボ
ス
ニ
ア
の
国
連
監

視
軍
を
指
揮
し
て
い
た
モ
リ
ヨ
ン
将
軍
を
起
用
し
、
両
者
の
連

携
に
よ
り
事
業
を
遂
行
し
た
。
そ
し
て
ヨ
ハ
ネ

・

パ
ウ
ロ
二
世

に
対
し
て
は
、
テ
ロ
の
犠
牲
に
な
っ
た
国
家
元
首
で
あ
る
と
の

36 「品。問笠J文.J 1 998年 3 月号

テ
ス
タ
ン
ト
の
ジ
ョ
ス
パ
ン
首
相
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
教

皇

の
列
福
し
た
オ
ザ
ナ
ム
に
言
及
し
、
「
教
授
資
格
者
と
し
て
、

ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
教
授
を
務
め
、
ま
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も

あ
り
、
さ
ら
に
サ
ン
・
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ド
・
ポ

l

ル
会
の
設
立

者
で
も
あ
っ
た
オ
ザ
ナ
ム
は
教
会
と
共
和
国
の
和
解
に
努
め

た
。

オ
ザ
ナ
ム
は
、
信
教
の
自
由
を
尊
重
し
、
良
心
の
自
由
な

分かち合い (j'\ り)

ザンシュルピス教会

テゼの祈りの集い (J'i. リ)
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表
現
を
尊
重
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
非
宗
教
性
の
概
念
の
形
成
に
寄

与
し
た
」
と
、
共
和
国
の
原
理
を
確
認
し
た

。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
政
府
は
ロ
l

マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
と
一

線
を
画
す
る
共
和
国
の
姿
勢
を
明
確
に
し

、
教
会
に
は
共
和
国

の
非
宗
教
性
を
尊
重
す
る
よ
う
要
請
し
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ



、
つ
。

さ
ら
に
、
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ

二
世
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
共
和
国

へ
の
「
内
政
干
渉
」
と
し
て
世
論
の
批
判
を

買
っ
た
出
来
事
と

し
て
、
遺
伝
子
学
者
で
あ
り
友
人
で
も
あ
っ
た
ル
ジ
ュ
ン
ヌ
教

。

授
の
墓
参
を
大
会
期
間

・中
に
行
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
九
九
四
年
に
亡
く
な
っ
た
ル
ジ
ュ
ン
ヌ
教
授
は
、
教
皇
庁

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
教
皇
の
生
命
倫
理
に

関
す
る
教
説
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
学
者
で

、

人
工
妊

娠
中
絶
に
強
硬
に
反
対
し
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
人
物
の
賞
賛
を
意
味
す
る
墓
参
は
、
多
文
化
で

多
様
な
価
値
観
を
生
き
る
フ
ラ
ン
ス
社
会
へ
の
挑
発
で
あ
り
、

と
も
す
れ
ば
フ
ラ
ン
ス
囲
内
の
分
裂
を
招
き
か
ね
な
い
行
為
で

あ
る

。
と
い
う
の
も
、
教

皇
は
「
私
人
」
と
し
て
墓
参
を
執
り
行
っ

た
と
い
う
だ
ろ
う
が
、
人
工
妊
娠
中
絶
に

賛
成
の
立
場
の
人
々

に
す
れ
ば
、

一
国
の
「
国
家
元
首
」

が
明
ら
か
に
フ
ラ
ン
ス
の

さ
ら
に
は
、
司
教
不
在
の
た
め
に
カ
テ
キ
ス
ム
を
行
え
ず
、

日
本
人
参
加
者
に
し
て
み
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
語
を
中
心
に
行
わ
れ
た
た
め
、
霊
的
な
体
験
を
深
め
る

こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た

。

司
教
の
不
在
に
伴
う
問
題
点
は
日
本
人
参
加
者
に
か
か
わ
る

だ
け
で
は
な
か
っ
た

。

パ
キ
ス
タ
ン
の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ム
国
で
、

お
そ
ら
く
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
一
桁
の
参
加
者
を

送
り
出
す
の
が
精
一
杯
で
あ
っ
た
国
の
代
表
団
も
司
教
を
同
行

さ
せ
て
い
た

。
二
ハ
0
カ
国
の
代
表
団
の
中
で
、
一
体
司
教
の

参
加
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
地
方
教
会
は
幾
つ
あ
る
の
だ
ろ
う

.
カ

他
国
の
参
加
者
か
ら
、
な
ぜ
日
本
の
司
教
が
来
な
い
の
か
と

の
素
朴
な
問
い
に
苦
慮
し
た
の
は
わ
た
し

一
人
で
は
な
い
は
ず

だ
。

司
教
の
欠
席
は
、
そ
の
国
の
教
会
が
ワ
ー
ル
ド
・
ユ
ー

ス
・

デ
イ
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
を
最
も
明
確
に
示
し
て

い
る
。

教
会
の
明
日
が
若
者
の
双
肩
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る

。

そ
の
若
者
へ
の
宣
教
が
あ
ま
り
重
視
さ
れ
な
か
っ
た

た
め
に
、
日
本
人
参
加
者
は
百
数
十
人
に
と
ど
ま
っ
た
。
司
教

団
が
責
任
を
も
っ
て
呼
び
か
け
れ
ば
、
少
な
く
と
も
こ
の
倍
の

人
数
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

。

生
命
倫
理
政
策
に
反
対
の
立
場
を
示
し
、
そ
れ
に
干
渉
す
る
こ

と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
映
っ
た

。

さ
ら
に
「
教
会
の
長
」
と
し

て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
全
体
が
教
皇
の
立
場
に
同
意

し
、
共
和
国
の
生
命
倫
理
政
策
に
反
対

と

の
憶
測
を
呼
び
か
ね

な
い
。
乙
の
人
工
妊
娠
中
絶
法
案
は
一
九
七
四
年
に
可
決
さ
れ

た
当
時
、
文
字
ど
お
り
国
論
を
二
分
し
た
論
争
で
あ
り
、
現
在

で
も
世
論
の
一
致
を
見
た
わ
け
で
は
毛
頭
な
い
。
そ
の
点
で
、

ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
の
墓
参
は
あ
ま
り
に
も
フ
ラ
ン
ス
の
世

論
を
無
視
し
た
行
為
と
批
判
さ
れ
て
も
し
か
た
な
い

。

日
本
の
教
会
の
対
応

eT
,t 

最
後
に
な
る
が
、
日
本
の
教
会
の
対
応
に
つ
い
て
ま
と
め
て

み
た
い

。
結
局
の
と
こ
ろ
日
本
か
ら
司
教
は
同
行
せ
ず
、
幾
つ

か
の
グ
ル
ー

プ
が
そ
れ
ぞ
れ
自
主
的
に
参
加

し

た
だ
け
で
あ
っ

た
。

し
た
が
っ
て
、
正
式
に

「
日
本
の
教
会
」

と
い
う
立
場
か

ら
の
参
加
で
は
な
い
と
も
い
え
よ
う

。

そ
の
た
め
に
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
で
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
の
教

会
の
集
ま
り
に
し
て
も
、
司
教
と
い
う
教
会
の
柱
が
い
な
い
た

め
に
統
一
し
た
行
動
を
と
る
こ
と
が
難
し
く
、
か
え
っ
て
分
裂

や
セ
ク
ト
主
義
を
露
呈
し
た
恐
れ
が
あ
る
。

日
本
が
宣
教
団
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
者
の
絶
対
数
が
少
な
い

か
ん
が

と
い
う
現
実
を
鑑
み
て
も
、
経
済
的
に
厳

し

い
「
南
の
国
L

か
ら
の
参
加
者
が
一
定
数
を
占
め
る
な
か
で
、
経
済
的
に
ゆ
と

り
の
あ
る
、
少
な
く
と
も
そ
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
て
い
る
日
本

か
ら
の
参
加
者
が
極
端
に
少
な
い
と
い
う
現
実
は
、
日
本
の
教

会
の
国
際
社
会
で
の
孤
立
を
招
き
か
ね
な
い

。

と

同
時
に
、
日

本
の
教
会
が
世
界
の
出
来
事
に
無
関
心
で
あ
る
と
公
言
し
て
い

る
よ
う
な
も
の
で
あ
る

。

格
別
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
鼓
舞
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
な
い

が
、
国
際
社
会
に
対
す
る
日
本
の
参
加
が
極
度
に
低
い
こ
と
に

よ
り
、
果
た
す
べ
き
責
任
を
果
た
し
て
い
な
い
と
の
無
用
の
批

判
を
招
く
恐
れ
は
十
分
に
あ
る

。

国
内
問
題
も
山
積
し
て
い
る

だ
ろ
う
が
、
世
界
へ
と
目
を
開
く
こ
と
も
並
行
し
て
行
い
た
い

。

次
の
ワ
ー

ル
ド
・
ユ
1

ス
・

デ
イ
は
二
0
0
0

年
の
ロ
l

マ

大
会
で
あ
る

。

そ
の
と
き
わ
た
し
た
ち
は
な
ぜ
参
加
す
る
の
か
、

何
を
世
界
中
の
兄
弟
姉
妹
に
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
、

そ
し
て
何
の
た
め
の
ワ
ー
ル
ド
・

ユ
l

ス
・
デ
イ
か
、
二
十

一

世
紀
へ
の
架
け
橋
は
迫
り
つ
つ
あ
る

。

〔
お
わ
り
〕

に
し
や
ま
・
の
り
ゆ
き
)
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